
に抑しつけて， 制限j力を得るもので ， 11l1j動力は制動ばねの圧力

を削減することによって調節される。

その椛造は図ー1 のようであり，この自動制動装置は，車両 l

両について上下両車輸に近く ， その上手に 2 箇所設けられ， 上

下ともに同時に動作するようになっている 。

1 鋼索鉄道の i出動装置(テオ ドノレ ・ ベノレ形自動制動装置)

Hj!J ìlflJ作用はつぎのようである。

(1) ロープの磁力がゆるむかまたは切断すると，ロープレパ

-fFjのベノレクランク①はロ ー プレバースプリング②の圧力によ

り ， リンク③④および⑤により ， ロッド⑤を引'ìll(り，つめ⑦が

はずれ， 連子③および⑨がゆるむ。

(2) 連子③および⑨がゆるむと，常時j王紛されて取付けられ

ている クロージ ン グスプリング⑩の~力により，急速にクロ ー

ジングレバー⑪が11~されて，プレ ー キピン⑫を介して， l"'J窃j模

⑬が引rr&られて斜而のスライディングプレー ト⑪をすべっ て，

軌条にllj!JillJJ子がかみ合い， ブレーキスプリ ン グ③の圧力によっ

て押えつけて制動作用をするものである 。

(3) l"'JifVJの復元を行う ときは ì由ポンプ(グリセリ ンポンプ)

⑮を作用させて，シリ γダ⑪に油を送り，ピスト γ⑬を動かし

て，プレーキ P ロージ γグレバーを j111 しもどし ， 市lj illJJ撲を復元

してつめを働ければよい。

(4) 11正当主が足踏ベダノレを踏んだ場合およびii!!I速度制限器が働

いたi必合も，ロッド⑤が動作して，切断のJ劫合と同燥に動作す

る。過速度制限総は車両の速度が，規定速度より過迷となった

場合に働くように調整しておくのが普通である。

手用 llilJ illJJ装置は自動制動装置と同一側に，上部車輸に近く，

2. 鋼索鉄道の制動装置1 (テオ ドル ・ ベル形)

車輸の下手に l 箇所

設けられ，その構造

は図ー2のようなもの

である。

2 ギーセライ・

ベル ン形市l動装置

(図 4 ・ 5 ・ 6)

この形の自動制動

装置は摩燦クラッチ

を用い， 111輸の回転

力により プ レ ー キト

γグで，制動子を軌

条に締めつけて制動

を得るものである。

この形のものを使

用する場合は，図の

ように三角形断面を

もった軌条を使用す

るが，これはlLïJ動機

が動作したi場合に，

軌条例j部が傾斜聞と

なっているので，プ

レーキトソグに{動く

圧力は ， "lï台を 1111 し

下げるように働き，

こうさくてつ

3 テオ ドノレ・ベノレ形市l]m装ll!.

1LïJillJJ作用を確実とす 4 ギー セライ ・ ベルン形自動lLî]動装置

るためて'ある。 5 鋼索鉄道の制動装也
プレ ーキの圧力は，

摩擦クラッチのばね

を締めつけることに

より，調節でき，ま

た制限することもで

きる。

その総造は，図-4

のようであり，上下

車輸に 1 組ずつ装置される。

制動作用はつぎのようである。

(ギ ー セライ ・ ベルゾ形)

① 

⑫⑬⑪ 

② 

(1) ロープの張力がゆるむかまたは切断すると，ベノレクラ γ

ク①の先端に作用していた力がなくなるため，錘(おもり)②は

自重により矢印の方向に動く と同時に刺l③を回転させ，この回

転によりカム③およびてこ⑤によってクラッチ⑤をかみ合わす。

6 ギー セライ・ベノレ γ形 lヨil!iJlI地卸j装位

(2) 刺l③が回転すると同時に， カム④の移動によって ラ ック

軌⑦は，ばね③の力により急速に矢印の方向に動いて， ピ ニ オ
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